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生分解性マルチとは…

1-1．生分解性マルチとポリマルチとの違い

生分解性マルチは、農作物の栽培が終わった後に圃場の土壌にすき込むことで、土壌の中にい

る微生物の働きによって、水と二酸化炭素に分解されてなくなる農業用マルチです。

　農業用マルチではポリエチレンを原料に使用するポリマルチが多く使われています。

　生分解性マルチはポリマルチと同様に、フィルムの色によって光を通したり遮ったりすること

で雑草抑制や地温調節（温度上昇・抑制）ができ、降雨による肥料成分の土壌下層への流亡抑制

や土の跳ね返りによる病害の防止、土壌水分の蒸散抑制などの機能があります。

　ポリマルチとの大きな違いは、土壌の中で分解されて、なくなることを活かして、作物の栽培

途中や収穫後に行うはぎ取り作業や廃棄物処理が不要になることです。

生分解性マルチの原材料は…

1-2．生分解性マルチの原料と安全性

生分解性マルチは、圃場の土壌にいる微生物によって分解される樹脂（プラスチック）を原料に

してつくられています。

代表的な原料は、

◉  PBAT（ポリブチレンアジペート /テレフタレート）

◉ PBS（ポリブチレンサクシネート）

◉ PLA（ポリ乳酸）

◉澱粉ポリエステル
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いずれの原料も JBPA（日本バイオプラスチック協会）が分解性・安全性を認定した生分解性プラ・

ポジティブリストに登録されている樹脂です。

　生分解性マルチはこれらの原料を各社が独自の割合で配合しています。

* JBPA（日本バイオプラスチック協会）の認証について

　日本では生分解の認証は唯一 JBPA のみが発行しており、それを取得するには様々な基準をクリ

アしてはじめて生分解性プラスチックとしての認証を得ることができる為、生分解性及び安全性

も高いことが立証されています。

　こうした生分解性の基準と、環境適

合性の審査基準を満たした製品に「生

分解性プラ」のマークと名称の使用を

認められています。

生分解性マルチはどんなふうに分解するの…

1-3．生分解性マルチの土壌生分解のメカニズム

生分解性マルチが水と二酸化炭素に分解するまでの過程は、加水分解と土壌の微生物の分解酵素

による分解の大きく２段階に分かれます。

生分解の第 1段階

　第１段階は、空気中や土壌中など環境中の水分により加水分解がおきます。

　この段階の生分解性マルチは小さな穴が空いたり、亀裂が生じたりします。この段階が進むと

フィルムは強度や柔軟性、伸縮性が弱まります。力を加えると切れるような状態になっていきます。

　圃場で土に触れている部分は、土壌中の微生物から分泌される酵素の作用によっても分解がおきます。

初期状態 30日後 100日後



マルチ上面の亀裂

マルチ地際の亀裂
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生分解の第２段階

　第２段階は、作物の収穫後に第１段階が進んだ生分解性マルチを、ロータリーなどで小さく切断

して圃場にすき込むと、土壌中の微生物から分泌される分解酵素の働きにより徐々に分解します。

　これが生分解性と呼ぶ理由です。この過程で最終的には水と二酸化炭素に分解されて自然界に

循環します。

　生分解性マルチの分解は、このような過程をたどるため、使用する時期や環境条件、土壌の状

態により差が生じます。

　傾向としては、温度や湿度が高い環境では、第 1段階が早く進みます。第 2段階では土壌の微

生物の働きが活発になる環境で生分解が早く進みます。

　なお、農薬の成分が土壌に残っている状態で生分解性マルチを使用すると、この第１段階の分

解（亀裂の発生）を早めることがあります。
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生分解性マルチの見分け方①

生分解性と安全性が確認された原料で作られ、日本バイオプラスチック協会（JBPA）により認

証を受けた生分解性マルチは、ラベルやカタログに生分解性プラマークまたは生分解性バイオプ

ラマークを表記しています。

　また、製品ごとに与えられた登録番号がありますので、生分解性マルチを選ぶときは、生分解

性 ( バイオ ) プラマークと登録番号を確かめて下さい。

生分解性マルチの見分け方②

　本会のABAマーク（右）は、生分解性プラマークの認証がある会員の製品のみが表記できます。



生分解 (バイオマス )プラマークを取得している各社の生分解性マルチ製品

JBPA の資料より作成（2023 年３月現在）
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１－４． 生分解性プラスチックと酸化分解性プラスチックの違いについて

① 日本では生分解性プラスチックは JBPA が認可する生分解性プラスチックマークを取得している

のに対し、酸化分解性プラスチックは取得できません。

　 　また JBPA では酸化分解性プラスチックは生分解性プラスチックとして認めない旨を公表して

います。

② 生分解性プラスチックは加水分解等で崩壊し、微生物により生分解し水と二酸化炭素となる性

質を有していますが、酸化分解性プラスチックの場合、上記同条件では酸素により同様に崩壊

はするものの、生分解しない、或いは、極めて遅いものです。従ってマイクロプラスチックと

して環境中に長期間残留する懸念があります。

③欧州化学品庁（ECHA）では酸化分解性プラスチックの使用規制を検討しています。

　 　また、EUでは酸化分解性プラスチック製品の市場流通を禁止する規則を 2021 年 7 月から施

行しています。


